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イベント概要 

 

[企業名]  日本オラクル株式会社 

 

[企業 ID]  4716 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2023 年 5 月期第 4 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2023 年度 第 4 四半期 

 

[日程]   2023 年 6 月 23 日 

 

[ページ数]  16 

  

[時間]   16:30 – 17:10 

（合計：40 分、登壇：10 分、質疑応答：30 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]  50 名 

 

[登壇者]  2 名 

   取締役 執行役 最高財務責任者 (CFO) エス・クリシュナ・クマール 

        （以下、エス・クリシュナ・クマール） 

   IR 部 ディレクター    西尾 有貴（以下、西尾） 
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[アナリスト名]* JP モルガン証券    千葉 馨 

   モルガン・スタンレーMUFG 証券  瀬川 紘人 

三菱 UFJ モルガン・スタンレー証券 田中 秀明 

シティグループ証券    キュウ タイライ 

   SMBC 日興証券    菊池 悟 
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登壇 

 

西尾：皆様、こんにちは。日本オラクル、西尾です。ただ今より、日本オラクル、2023 年 5 月期

第 4 四半期決算説明会を開催いたします。 

 

ディスクレーマーにつきましては、決算短信、および業績補足資料の注記に記載のとおりです。 

本日は、執行役、最高財務責任者（CFO）、エス・クリシュナ・クマールより、当期の業績の概要

を説明させていただき、次に Zoom の Q&A 機能を用いて、皆様からのご質問をテキストでお受け

いたします。 

それでは、業績概況につきまして、エス・クリシュナ・クマールより説明させていただきます。 

エス・クリシュナ・クマール＊：皆様、本日は FY2023 第 4 四半期決算発表にようこそお越しくだ

さいました。 
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さて、弊社の第 4 四半期でありますが、継続的にオンプレミスおよびクラウドサービス、両方で順

調な進捗が見られております。 

また、さまざまな業界、特に金融機関、金融業界、製造、あるいは官公庁などといった分野におい

て、代表するようなお客様の獲得に至っております。 

また、過去の決算説明会においても何度か言及しておりますが、弊社の OCI は日本のデジタル庁

におきまして、ガバメントクラウドとしても選定されております。 

まさにエンタープライズ系のテクノロジーの中でも、選ばれるベンダーになっていると感じており

ます。これも、やはりコスト、効率、ないしは各お客様の事業の近代化のお手伝いをさせていただ

き、その効果の表れだと思っております。 

それでは、いくつか、われわれのテッククラウドということで、お客様のレファレンスをご紹介さ

せていただきたいと思います。 

まず野村総研様、NRI ですが、Dedicated Region ということで、同社の個人向け証券取引を全て

Oracle Cloud Infrastructure、Dedicated Region に移行されていらっしゃいます。 

また、RKKCS 様、そして弊社オラクルが一緒になりまして、さらにコラボレーションを強化しよ

うということで、ここにおきましては総合行政システムの実装を進めてまいります。各自治体向け

のコアのパッケージを、Oracle Cloud Infrastructure の上で展開してまいります。 

また、NTT 西日本様ですが、やはり Oracle Cloud Infrastructure を選定されまして、新たなプラ

ットフォームを開発し、それをもってして社内のビジネスの業務を合理化しようと計画されていら

っしゃいます。 

また、SaaS でありますが、こちらも順調に進捗が見られておりまして、複数の企業様がオラクル

SaaS アプリケーションの採用を決定されていらっしゃいます。例えば、株式会社ポケモン様、そ

して UCC ホールディングス様、またミツウロコ様などが挙げられます。 
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それでは、いくつか数字のほうを申し上げていきたいと思います。 

まずこの期、売上でありますが、2,269 億 1,400 万円ということで、対前年で 5.7%の伸びになっ

ております。やはり弊社クラウドおよびライセンスの売上、それによって売上も伸長しておりま

す。 
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次に、その中でもクラウドサービスおよびライセンスサポートですが、売上が 1,419 億 7,500 万円

ということで、7.0%の伸びであります。ちなみに第 4 四半期だけを見ますと、成長率は 10%にな

っております。 

また、Infrastructure のコンサンプションの売上ですが、こちらも非常に勢いがついておりまし

て、この中には Autonomous Database も含まれております。 

また、弊社の残存履行債務ですが、こちらは、いわゆる今後数年間にわたるクラウドサービスにお

ける受注残で、非常に堅調な推移をするだろうということが示唆されます。 
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営業利益ですが、743 億 9,600 万円、対前年で 1.6%の増、そして当期利益も同じく 1.6%、対前年

で伸びました。 

ということで、売上、そして全ての利益率、全ての三つの利益が通年では過去最高となりました。

先ほども申し上げましたが、Q4 前までのパイプラインは堅調でありますので、今後も季節性など

を十分克服できるということで、今後の成長も期待していきたいと考えます。 

それでは、いったんここで私のほうからは終わりにいたしまして、この後、質問に移っていきたい

と思います。 
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質疑応答 

 

西尾 [M]：これより、皆様からのご質問をお受けいたします。 

本説明会は証券市場関係者の皆様を対象としておりますので、プレスの方々のご質問はお控えいた

だきますよう、あらかじめご了承願います。 

Zoom システムの Q&A より、会社名、氏名、ご質問 3 問までをご入力ください。社名の記載がな

いご質問はスキップいたしますので、ご了承ください。私が 1 問ずつ読み上げ、CFO、KK より回

答いたします。重複するご質問は割愛いたします。 

それでは、質疑応答を開始いたします。 

それでは、JP モルガンの千葉様より 1 問目です。 

西尾 [Q]：新年度のガイダンスについて、EPS 伸長率の上限が売上の伸長率の上限よりも低く設定

されております。収益性悪化のリスクを示唆しているのでしょうか。その背景を教えてください。 

エス・クリシュナ・クマール [A]＊：まず 2023 年度ですが、こちらのガイダンス、売上に関しま

しては、われわれのガイダンスを超えた結果になりました。一方で EPS ですが、こちらはガイダ

ンスのちょうど中ほどぐらいで着地いたしました。 

この理由ですが、主に日本円が円安に振れたことで、一部弊社のコストが予想よりも上振れたとい

う理由があります。こういった背景を念頭に置きながら、われわれは、今回ないしは今期のガイダ

ンスに関しましては、今現状の EPS を鑑みた合理的な範囲でガイダンスを設けております。 

この EPS のほうは、今回はボトムだったのですが、今の EPS の現状を下限として、そして上限が

418 ぐらいとなっております。 

西尾 [M]：ありがとうございます。 

JP モルガン、千葉様より 2 問目です。 

西尾 [Q]：Q4 は新卒採用により、従業員数が増えたと理解しております。今後、中途採用も含め

た人材採用を再開するめどは立っておりますでしょうか。 

エス・クリシュナ・クマール [A]＊：まず人員に関してですが、ここ数年、比較的ほぼ横ばいとい

う推移をたどっているのですが、だからといって一切採用はしていないというわけではありませ
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ん。当然のことながら退職されていく方もいらっしゃいますので、したがって採用もしているとい

うことになります。そして、結果、横ばいになっております。 

われわれの人材に関しての戦略といたしましては、やはり戦略的なビジネスの部分には積極的に優

秀人材を採用していく姿勢をとっております。一方で、比較的、戦略的ではないビジネスに関して

は、もちろん退職されていく方々がいらっしゃって、補充もしないこともあります。 

したがいまして、われわれは最も効率良く最大限の収益を稼ぐことを目標にしておりますので、そ

の方針は今後も変わりません。 

西尾 [M]：ありがとうございます。 

続きまして、千葉様より 3 問目です。 

西尾 [Q]：米国では生成 AI の盛り上がりが、親会社の業績に貢献しています。日本の生成 AI 関連

企業、顧客からの引き合いはどうでしょうか。 

エス・クリシュナ・クマール [A]＊：確かに生成 AI は、新たな現象といたしまして各社さんが注

目している技術であります。アメリカのほうでも弊社のプレスリリースをもしかしたらお読みにな

っていらっしゃるかもしれませんが、まさにオラクル社といたしましてはこの技術の最先端を追求

しております。 

また一方で、日本企業さんでも確かに関心がある企業さんも増えておりますし、また今現在、関心

がなくても、必ずや今後、関心を呼ぶところだと考えます。 

生成 AI に関連しましては、新たな能力なども発表があるかと思いますので、今後ぜひ期待してい

ただければと思います。 

西尾 [M]：ありがとうございました。 

モルガン・スタンレー証券、瀬川様より生成 AI のご質問がありましたが、重複するのでスキップ

いたします。 

瀬川様より 2 問目です。 

西尾 [Q]：5 月末の契約負債の伸びが、Year on Year でプラス 16%と高い伸びとなっております。

大型の受注が入ってきたなど、あるのでしょうか。契約負債が高い伸びとなった理由を教えてくだ

さい。 

エス・クリシュナ・クマール [A]＊：ありがとうございます。 
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継続的に弊社クラウドビジネスに関しましては、しっかりとした案件をブッキングし続けておりま

すので、そういったところから前受収益が増えているというのはあります。また、複数企業さんに

おきまして、複数年にわたる弊社とのサポート契約を交わしてくださったこともありまして、これ

も一部寄与している要因になります。したがいまして、両方の二つの理由から増加しています。 

西尾 [M]：ありがとうございます。 

続きまして、三菱 UFJ モルガン・スタンレー証券、田中様よりご質問です。 

西尾 [Q]：Q4 のクラウドサービス&ライセンスサポートの中身について、もう少し教えてくださ

い。Fusion ERP Cloud など。 

エス・クリシュナ・クマール [A]＊：クラウドサービス全てにおいて勢いがあると言ってもよろし

いかと思います。また、テッククラウドサービスないしは ERP に関しても、こちらは Fusion、そ

して NetSuite ともに、お客様の間で高い関心が寄せられているのを実感しております。したがい

まして、こういった理由からも高い成長率が続いております。 

西尾 [M]：ありがとうございます。 

続きまして、田中様より 2 問目です。 

西尾 [Q]：Q4 もそうですが、FY23、粗利益率が前年比で悪化しています。理由と今後の見通しを

教えてください。 

エス・クリシュナ・クマール [A]＊：冒頭でも申し上げましたが、コスト増があったことをお話し

させていただきました。これが円安に振れたことによるということで、確かにこのコスト増により

まして、われわれに対してのマージンの影響が多少なりともありました。 

これまでも申し上げているところでありますが、30%台前半を今後も維持してきましたし、維持す

べきだと考えておりますし、これからもこの水準は維持していきたいと考えております。 

西尾 [M]：ありがとうございます。 

続きまして、シティグループ証券、キュウ様よりご質問です。 

西尾 [Q]：クラウドサービス&ライセンスサポートの売上高伸び率が、FY23 は四半期を追って高

まっております。FY24 の増収率、想定はどれくらいでしょうか。 

エス・クリシュナ・クマール [A]＊：こちらのセグメントですが、クラウドサービスおよびサポー

トのレベニューが含まれております。この後者のサポートレベニューですが、毎年、弊社の契約さ
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れているお客様の 95%が更新されております。かつ、毎年、このライセンスの件数自体も増えて

おります。 

そして、もう一つのクラウドサービスですが、これは先ほど申し上げましたとおり、勢いがついて

おりまして、変わらず高い成長率を誇っておりますので、今後もこのセグメントに関してはこの伸

び率を維持していけるのではないかと思っております。 

ちなみに、こちらのセグメントの中の内訳、売上の見通しなどの内訳に関しては、開示は控えさせ

ていただいております。 

西尾 [M]：ありがとうございます。 

キュウ様より 2 問目です。 

西尾 [Q]：今期の為替前提を教えてください。また、為替の影響を受けやすいコスト項目を教えて

ください。 

エス・クリシュナ・クマール [A]＊：私はこの為替、例えば円ドルの換算ですとか、そういった予

測を立てるというよりは、もっとやはりビジネスの成長、何よりもトップラインをいかに効率良く

改善させていくかに集中しております。ですので、基本的に現在のフォーキャストといたしまして

は、現状のレートということになります。 

西尾 [M]：ありがとうございます。 

続きまして、SMBC 日興証券の菊池様です。 

西尾 [Q]：Q4 にハードウェア原価率が上昇した要因を教えてください。 

エス・クリシュナ・クマール [A]＊：ハードウェアですが、ハードウェアのコストは、直接売上に

よって左右されます。当然のことながら売上が上がればコストもおのずと上がっていくということ

で、変動費ということになります。 

西尾 [M]：ありがとうございます。 

菊池様より 2 問目です。 

西尾 [Q]：個々のソフトウェア製品のロイヤルティ料率、ハードウェア原価の料率などは、変化は

ないでしょうか。今期の見通しを教えてください。 

エス・クリシュナ・クマール [A]＊：ロイヤルティに関してですが、こちらは変更ありません。仮

に変えることがありましたら、公表を行っていきます。 
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一方で、ハードウェアのコストですが、こちらはより戦略的な製品を販売することで、今後、利益

率は改善していくものと見ております。 

西尾 [M]：ありがとうございます。 

西尾 [Q]：シティグループ証券のキュウ様より為替のご質問が先ほどありましたが、為替影響を受

けやすい項目について改めて教えてくださいとのことです。 

エス・クリシュナ・クマール [A]＊：コストの中でも弊社の Oracle Corporation のほうからのチャ

ージということで、例えばデータセンターに絡む領域ですとか、ないしはこのコーポレーションの

何らかのサービスを利用したことによって発生する費用は、やはり為替によって影響を受けます。 

西尾 [M]：ありがとうございます。 

三井住友 DS アセットマネジメントのワタナベ様よりご質問です。 

西尾 [Q]：Fusion ERP Cloud と NetSuite の Q4 の伸び率を教えてください。 

エス・クリシュナ・クマール [A]＊：Fusion ERP、そして NetSuite ともに 2 桁成長を続けており

ます。一貫した伸びということで、弊社といたしましても非常に満足しております。このような勢

いで、市場でどんどんと拡大していきたいと思っております。 

先ほど、Fusion ERP に関しましても、代表的なお客様、新規で導入されたお客様の名前もいくつ

か開示させていただきましたが、NetSuite のほうも、実はビジネスが開始してまだ数年ではあり

ますが、やはり中堅、中小のお客様の間で非常に関心の高い製品となっております。今後もこの勢

いを続けていきたいと考えます。 

西尾 [M]：ありがとうございます。 

モルガン・スタンレー証券、瀬川様より生成 AI についてご質問です。 

西尾 [Q]：御社の製品競争力の強化という側面について、どのような影響、効果があるのか教えて

ください。 

エス・クリシュナ・クマール [A]＊：生成 AI という技術ですが、本当に日々進化しているよう

な、まさに今も進化中の技術だと考えております。したがいまして、なかなか今後の方向性では予

測が難しいわけですが、オラクル社といたしましては、これまでもエンタープライズ系の技術にお

いて最先端を追求してまいりました。 

したがいまして、弊社の技術に影響を与えるような新たな技術が台頭してくるということになれ

ば、必ずやわれわれは、いわゆるパイオニアの 1 社になることは間違いないと考えております。 
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西尾 [M]：ありがとうございます。 

ただ今ご質問がございません。特によろしいでしょうか。 

それでは、ご質問される方がいらっしゃいませんので、これをもちまして、2023 年 5 月期第 4 四

半期決算説明会を終了いたします。 

本説明会の内容は、本日より 1 カ月間、メールにてご案内の方法にて聴取いただけます。追加のお

問い合わせなどございましたら、IR 部、西尾、大塚までお願いいたします。 

本日はご参加いただき、ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 

3. 本トランスクリプトは企業の同時通訳音源を書き起こした内容を含む  

4. ＊は企業の同時通訳の書き起こしを示す 

 

 


